
論文タイトル
学科・学年・学籍番号
氏名
　　

目　次

内容
11. はじめに


12. 研究テーマ設定の背景


13. 研究の実施


24. 結論


2参考文献


2脚注




「参考資料」→「目次」
*これで目次ができます
注意.

1. 参考文献は，「論文を」を中心に引用する。「本」はなるべく使わない。

2. 原典に必ず当たる。(孫引きはダメ!)

3. Webの情報は利用しない。信頼できる情報ではない!!!!!

4. Web情報のカット&ペーストは盗作です!!!!!論外です。

5. 図表は，必ず自分で作りなおす。

1. はじめに
研究の目的を整理する。
今，何が問題になっているのか。

どのような問題に着目したのか。

何を研究するのか。
1.5～２枚程度でまとめる。

ここは文章だけで書く。

みんなが読んで面白いと思えるように。
2. 研究テーマ設定の背景
2.1.

1章で設定した研究課題の中で，何を具体的に研究するのかを導出するための章。

ここでは，いくつかの事実を整理する。
統計データや図表を使って，具体的に，この問題がどの程度大きな問題であるのかを示す。

設定した問題の中で，何が大切なのかを示す。
表 1.
「ホーム」→「貼り付け」→「形式を選択して貼り付け」→図(拡張メタファイル)

[image: image1.emf]Standard repeat sales 0.4281 0.0319 0.1733 0.0000

Case-Shiller RS 0.0176 0.0000 0.0047 0.0651

Age-adjusted RS 0.0000 0.0000 0.0000 0.0822

Standard hedonic

0.0000 0.0000 0.0012 0.0986

Rolling hedonic

0.0000 0.0000 0.0000 0.0000

Condominium
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sales
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図 2.
「参考資料」→「図表番号の挿入」

2.2.
2.1で設定した課題のなかで，何をどのようにして研究して，何を明らかにしたいのかを整理する。

3. 研究の実施
3.1.研究の実施1

２章で設定した課題について，2.2で示した手法によって研究を実施する
3.2.研究の実施2

3.*.Discussion

　研究を実施した結果，わかったことや残された疑問，またはその事実に基づき私論を展開する

4. 結論
研論として，研究を通じてわかったことを要約する。
箇条書きでもよい。

参考文献

論文を書くにあたって，引用した本，論文だけを明記する。読んで勉強しただけの本は書かない。いわゆる「引用文献」のみを書く。
脚注

論文を展開していく中で，本文に入れる必要がないもの。具体的には，単なる事実に該当するものは，脚注として整理する。

� 「参考資料」→脚注の挿入
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